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募 集

巻 頭 言

 会員の広場への寄稿

会報は会員の相互交流の場でもあります。皆様の技

術士活動情報、技術士活動の協力者募集、当会への

意見などを600字程度でご寄稿ください。

「会員の広場」に掲載させていただきます。

（会報第24号掲載原稿締切：令和7年7月末日）

 賛助会員

当会の目的に賛同いただき、ご支援いただける個人・

団体を求めています。参加いただいた場合は「賛助会

員」として、その名を会員名簿に掲載させていただきます。

 広 告

東京電機大学技術士会では会報に相応しい広告を受

付けます。企業PRなどにご活用ください。

連絡先：kouyu-g@jim.dendai.ac.jp
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東京電機大学技術士会報の巻頭言執筆のご機会を

頂き、大変光栄でございます。

日頃の技術士会活動は、吉田会長はじめ会員各位

の並々ならぬ努力の賜であり心より敬意を表します。特

に校友会110周年記念の寄付講座からスタートした「エ

ンジニアリング・デザイン概論」では、技術士会の支援

なくしては成り立たないものとなっております。この場を

お借りして日頃のご支援に御礼申し上げます。

さて、昨年6月に厚生労働省が公表した2023年の人

口動態統計では、出生数は72万7227人で過去最低、

日本の人口は前年から84万8659人減と過去最大の減

少を記録しました。日本が現状人口を維持するには、

合計出生率は2.07必要ですが、2023年度現在で1.20

ですから、現在の少子化対策に効果が出ていない状

況です。

このように少子高齢化が大きく進み、2023年には名目

ＧＤＰがドイツに、そして2025年にはインドにも追いつか

れ5位になるとの予想も出ていますが、過去を振り返れ

ば、1990年代はじめのバブル経済崩壊以降、賃金も物

価も上がらない長期デフレが続き、「失われた30年」と

称される経済の停滞は深刻なものでした。

しかし、今大きな転換期を迎えようとしている日本にお

いて、日本再生には技術立国日本としてのプライドに

掛けて技術優位での生産性向上が必須であることは間

違いありません。

経団連から国に「産業戦略2040」策定を進言し、戦略

成長分野として次の７つを挙げています。

1. ＡＩ・ロボット

2. 半導体・光・量子

3. エネルギー（再エネ・電池・原子力・水素・人工光

合成・核融合等）

4. エンタメ・コンテンツ

5. 観光・食

6. バイオ・ヘルスケア

7. 宇宙・安全保障

各分野において優位性を確保しつつ成長するには、

人材が必要なのは言うまでもありません。

最近では企業経営においても人的資本経営の重要

性が叫ばれ、様々な企業で「人材」を「人財」と呼ぶよう

になり、これからの次の世代に向けて、そして社会に向

けて必要なのは、まさに「人」中心であることを改めて浮

き彫りにしているのだと思います。

学園の建学精神である「実学尊重」

や教育理念である「技術は人なり」は

まさに電大スピリットであり、校友会で

はこの電大スピリットを受け継ぎ、卒

業生同士の絆を深め母校発展に寄与

することを使命としています。

開校以来110余年、東京電機大学

は多くの優れた人材を輩出し多様な

分野でグローバルに活躍する校友がいます。彼らの活

躍は私たちの誇りであり、母校の名声を高める要因と

なっています。校友の築いてきた実績は次世代の学生

たちにとって大きな励みとなるでしょう。

この流れを加速していくには、「オープン・イノベー

ション」の考え方が有効です。まさに校友が大学と一体

となり、大学の最大の応援団、更には母校愛に満ちた

熱烈なファンとなって、社会人の実践知と大学の専門

知を融合し、校友同士や在学生に貢献し、新たな潮流

を形成していきたいと考えています。

そんな取り組みの一つとして校友会では「でん☆ふぁ

み」を立ち上げました。「全ての卒業生がロールモデ

ル」を合言葉にまず女子学生のサポートからスタートし、

それぞれの卒業生が「技術は人なり」の心をもって、在

校生や校友を自分の得意なもので支援していくことを

目的としたネットワークを昨年の8月からスタートしました。

このネットワークは、今後校友会の中核をなす母校支

援事業として育て上げていくものですので、校友会

ホームページから概要をご覧いただきご登録いただけ

れば幸いです。

これからも校友会は全卒業生の代表組織としての役

割を果たし、母校の発展に貢献して参りたいと考えてい

ます。そのためにも技術士会との連携を一層深め共に

未来を切り開いていくことを願っていますので、今後と

もよろしくお願いいたします。

以上

■ 編集後記
地球規模の課題として、温暖化による自然災害、ウイ

ルス性感染症、無差別殺傷事件、紛争・難民・貧困・
格差社会、資源・食料争奪などが多発・拡大しています。
また、SNSや生成AIなどのインターネットサービスを悪用

した犯罪の横行も懸念要素の一つです。
一方、今まで西側の超大国として、世界をリードしてき

たアメリカ合衆国でドナルド・ジョン・トランプ氏が二度目

の大統領に就任し、早速、アメリカンファーストの発言や
大統領令を連発して関連国に驚愕を与えています。
今年度は前述の事項などの暗いニュースが多く報じら

れましたが、日本人の映画界・スポーツ界などでの活躍
の明るいニュースもありました。
日本の高い技術力を示すようなニュースが報じられるこ

とが望まれるところです。 （Y記）

◆ 会費納入
会費の納入をお忘れの方にお願いです。
皆様の会費が当会の活動を維持活性化させます。
資金不足により会員サービス等が低下することがな
いようにしたいと考えております。
会費の納入については、会報に同封の振込用紙を
ご使用ください。手数料は無料となります。

・正会員 3,000円
・在学会員 1,000円

納入先：下記のいずれかにお願いいたします。
【払込取扱票：ゆうちょ銀行】

口座記号 00160-2
口座番号 449761
名称 東京電機大学技術士会

【みずほ銀行】 （新宿新都心支店）
店 番 号 209 口座番号 1619612
名称 ﾄｳｷｮｳﾃﾞﾝｷﾀﾞｲｶﾞｸｷﾞｼﾞｭﾂｼｶｲ

◆ 会員登録
TDU卒業生、在学生で技術士、技術士補の資格を
お持ちの皆さん、東京電機大学技術士会への登録
はお済でしょうか。
登録票は、右記のホームページまたは請求先からご
入手ください。

ホームページ：https://www.tduaa.or.jp/tdu-pe/
登録票請求先：kouyu-g@jim.dendai.ac.jp

また、周囲の未登録の方にも登録を勧奨していただき
たくお願いいたします。

重 要 ： お 願 い

「技術立国日本を蘇らせる電大スピリット」
東京電機大学校友会

理事長 森戸義美 (ﾓﾘﾄ ﾖｼﾐ)

編集・発行

東京電機大学技術士会 広報委員会

荒木佳昭、志賀一通、高木淳、並木剛昭、

西川正、根本昌徳 （50音順）

東京都足立区千住旭町５
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【 2024年度新規⼊会会員の紹介 】（順不同・敬称略）
〇 正会員
井澤克也 ⼯学部 機械  ⽇本美的㈱ 新井達也 ⼯学部院卒 電気  東芝インフラシステムズ㈱
⼤槻俊正 理⼯学部 ⼟⽊ ライト⼯業㈱ ⾼⽊延寿 理⼯学部院卒 電気 ⽇本無線㈱
⾦⼦貴博 理⼯学部 ⼟⽊ 清⽔建設㈱ ⽥村典敏 ⼯学部 応⽤理化  太平洋セメント㈱
〇 賛助会員
東光東芝メーターシステムズ㈱

【 2024年度の主な活動 】（順不同、敬称略）
１. 授業の⽀援

① 技術⼠資格取得セミナー（講演）2024/06/8 東京千住キャンパス5404教室＋Zoom
〇 技術⼠とは、試験制度概要、試験の概要、取得後のメリット（奥⽥榮司）
〇 受験体験談（⾼橋正好、並⽊剛昭）
〇 企業の管理者から⾒た技術⼠資格者（安⽥新⼆）

➁ 技術者キャリア形成学（講演）2024/09/14〜2025/01/11（計15回）
〇 技術者倫理 2024/09/14〜2024/10/12（5回）（⽯井新⼀）
〇 技術提案書 2024/10/19〜2024/11/30（6回）（⽵内利⼀）
〇 技術資格  2024/12/07〜2025/01/11（4回）（安⽥新⼆）

③ JABEE課程総合ゼミ（中間評価、最終評価） 
中間評価会2024/11/09（15名参加）、最終評価会2025/01/11（17名参加）

④ エンジニアリング・デザイン概論（講演、中間評価、最終評価）
〇 講演 2024/04/12〜2024/05/24（6回）
〇 グループディスカッション時のアドバイス 2024/05/31〜2024/7/12（計6回、各回4名参加）
〇 中間評価会 2024/06/14（14名参加）、最終評価会 2024/07/19（14名参加）

２. 役員会の開催
第66回 2024/05/11 Zoom 出席15名、委任状4名（19/19）
第67回 2024/07/06 校友会会議室 出席14名、委任状4名（18/19）
第68回 2024/09/07 Zoom 出席15名、委任状4名、オブザーバー1名（19/19）
第69回 2024/11/23 Zoom 出席11名、委任状5名、オブザーバー4名（16/19）
第70回 2025/02/08 Zoom 出席14名、委任状3名、オブザーバー5名（17/19）

３. 定時総会の開催
2024/07/06 東京千住キャンパス1204教室＋Zoom
対⾯参加16名、Zoom参加1名、書⾯表決23名、来賓１名（40/77）

４. 技術研修⾒学会の開催
2024/11/10 ⾸都圏外郭放⽔路”⿓Ｑ館” 14名参加（特許電機会会員含む）
放⽔路の規模：総貯⽔量67万トン（サンシャイン60ビルと同等）

５. ⼤学技術⼠会連絡協議会への参加 
2025/01/25，2025/02/08 2024年度総会打合せ Zoom（⼤舘昌男、吉⽥義昭、⽯塚昌昭）


